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＊ 65cm 屈折望遠鏡に掩蔽観測用接眼部がついた写真を発見 

 65cm 屈折望遠鏡は岡山天体物理観測所ができるまで、長い間、日本で一番大きな望遠鏡

であった。この望遠鏡について、いまさら解説は不要だろう。国立天文台ニュース No.164

に解説されているし、その観測装置について国立天文台ニュース No.185 に解説されている。

その国立天文台ニュース No.185 に 65cm 屈折望遠鏡で使われた掩蔽観測用接眼部が紹介さ

れている。その掩蔽観測用接眼部が装着された 65cm 望遠鏡の写真を発見した。この掩蔽観

測用接眼部が 65cm 屈折望遠鏡用だということは、人伝に聞いただけであったが、証拠写真

（写真 1）が見つかった。 

    

        写真 1 掩蔽観測用接眼部がついた 65cm 屈折望遠鏡 

 65cm屈折望遠鏡は、1929年に完成して、1960年に岡山に188cm反射望遠鏡ができるまで、

30 年の間、日本一の大きな望遠鏡であったから、様々な観測に用いられた。焦点距離が

10.21m と長い特徴を生かした撮像カメラが主力であったが、他に掩蔽観測にも用いられ、

分光器も使われた。国立天文台ニュース 185 号には撮像カメラと掩蔽観測用接眼部が紹介

されている（写真 2）。 



 

   写真 2 65cm 屈折望遠鏡の撮像カメラを紹介した国立天文台ニュースの記事 

 このニュースのページの中央に載っているのが掩蔽観測用接眼部である。まさしく写真 1



の焦点部に装着されているものだ。この掩蔽観測用接眼部発見の記事がアーカイブ室新聞

63 号にある。発見されたときの掩蔽観測用接眼部が写真 3である。 

    

          写真 3 65cm 屈折望遠鏡の掩蔽観測用接眼部 


